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内容の要旨及び審査の結果の要旨
食道の扁平上皮が円柱上皮に置き換わるBarrett食道は食道腺癌の発生母地と考えられ，逆流性食道炎がその原因
と言われている。また，食道癌は中部食道に好発するが，胃切除後では下部食道に多く，この発癌に逆流が関与する
ことが示唆されている。本研究は，胃液および十二指腸液の逆流が食道発癌に及ぼす影響を明らかにすることを目的
とした。
材料と方法体重2509前後のウイスター系雄性ラットを用いて以下のモデルを作製した。
１）DGElR群：迷走神経を温存し，腹部食道を切離し胃側断端を閉鎖したあと，空腸を挙上し食道空腸端側吻合を行っ
た。これにより胄液と十二指腸液の混合液が食道へ逆流する。２）DER群：胄全摘後，十二指腸断端を閉鎖し，空
腸を挙上し食道空腸吻合を行った。これにより十二指腸液のみが食道へ逆流する。３）GER群：迷走神経を温存し，
腹部食道を切離し，胄側断端を閉鎖。ついで，幽門輪上で胃と十二指腸を切離し十二指腸断端を閉鎖。空腸をTreitz
靭帯から４cmの部位で切雛後挙上し，食道空腸端側吻合，冑空腸端側吻合を行い，食道空腸吻合部から10cm肛門側の
空腸と切雛空腸断端部とを側々吻合した。これにより胃液のみが食道へ逆流する。４）ＲＹ群：胄全摘後，＋二指腸
断端を閉鎖し，Roux-en-Y法に準じて再建を行った。この手術では，食道への逆流はない。５）ｓｏ群：単開腹。
術前・術後を通じ，発癌剤の投与は行わずに飼育し，５０週で屠殺・検索した。
結果食道癌の発生頻度は，DGER群（ｎ＝12）：８３％，DER群（ｎ＝13）：７７％，GER群（ｎ＝16）：０％，ＲＹ群
(ｎ＝11）：０％，ｓｏ群（ｎ＝12）：０％で，十二指腸液が逆流する群でのみ食道癌が発生した（Ｐ＜0.001)。組織型
別では，腺癌（ADC）は16例に認め，発生率はDGER群75％，DER群54％で，ＲＹ群，GER群，ｓｏ群に比べ有意に
発生率が高かった（ｐ＜0.01)。扁平上皮癌（SCC）は３例に認め，発生率はDGER群17％，ＤＥＲ群８％であった。
腺扁平上皮癌（ASC）は４例に認め，発生率はDGER群17％，DER群15％であった。Barrett上皮（BE）は，ＲＹ群
18％，GER群13％に認めたが，ｓｏ群０％と有意差はなく，ＤＥＲ群では92％，ＤＧＥＲ群では100％に認め，ｓｏ群，
RY群，GER群より有意に発生率が高かった（ｐ＜0.001)。癌の発生部位は，ＡＤＣは吻合線付近，SCC及びASCは吻
合線から離れた口側で，背景粘膜として前者はBE，後者は逆流性食道炎がみられた。
以上，本論文は逆流性食道炎を母地とした食道発癌に十二指腸液逆流の関与が示唆することを示した点，食道外科
に寄与する労作と認める。
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